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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邱消費者友の会（菱田素子会長）では３月23日、

　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｲ呆健福祉センターで料理教室を開きました。
　　県物産を使った　　今回は

ヽ県物産を使ったフランス料理に挑軋初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めての試みに参加した会員も戸惑いがちでしたが、

フ　‾　゛″ご　　　　　∽　、　s･/ s 宇都宮市でフランス料理のお店を経営する塩田昭彦　　ﾌﾉｽﾈ斗jE里C
－

j兆戦
先生の熱ﾉに指導により、４種類の料丿田ゼ完成。試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食した会員たちは出来ばえにびっくり｡「今度は家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に作ってあげよう」とはりさっていました。
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二
回
嶮
居

　23､0207

町價2.8％

24､430万円

　県支出金

　　2.8％

地方譲与税

　3.1％

国庫支出金

6
4
憶
７
、
０
０
０
万
円

63

』
胞
白
居

21世紀に向けた町づくり
平成４年度の一般会計当初予算88億3,400万円

グラフで見る歳入歳出予算(一般会計)構成

一般会計予算の推移

7
3
情
４
、
８
０
０
万
円

－
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8
2
憶
７
、
５
０
０
万
円

　
　
ず
づ
土
副
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成
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年
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成
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　《ゝゝゝ♂占　　　．お､．

　　　　　　　　　　　　　　－か包り自遡り四必偽名淀勿りＪ

○

－　　　＝

(４年度一般会計予算を田1の人□・世帯数で甑つた場合)

平成４年３月１日現在人□40､062人世帯数11､884世帯

]]言にﾐj]1ljlど]万言こコ

（１万未満切り捨て）

尚尚よ|け］|｜午てレ《る怯礎的条件の整侑

◇21世紀に向けたあたらしいまちづくり計画作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600万円

◇町道新設改良事業(改良･舗装34路線)

　　　　　　　　　　　　　　　　　11億3,579万円

◇運動公園整備事業

◇聖地公園整備事業

◇児童公園整備事業

〕

1億1,900‾万円

　8,484‾万円｜

一
　
◇
◇

／
－
－
　
　
－
’

1､365万円､･ヽ･

言引すに富から豊かな人づくり　犬

会　　計　　名 予　　算　　額 前年比

国民健康保険　18億5,487万8千円 6.2％

公共下水道事業 15億4､569万5千円 △13.0％

奨　学　資　金

老人保健事業

　　　208万1千円

16億ﾌ,157万ﾌ千円

11 .5％

15.4％

水　道　事　業 予　　算　　額 前年比

11ﾛｰﾁﾞぞ6h　
屏入　5億193万汗円 14.6％

゛＝゛∩支　出 4億1,872万1千円 △2.5％

や　屏入

資本的[支　出

3億9,643万円 249.5％

5億ﾌ,918万8千円 45.3％

※資本的収入額が支出額に対して、不足する額

　は、当年度損益勘定留保資金、建設改良積立

　金で補てんします。

南犬飼中学校用地取得事業(1万m2)

中学校コンピュータ導入事業

　◇中央公民館駐車場整備事業

Ｉ◇運動場照明設備事業(壬生中･南犬飼中)

ﾒ〉テニスコート改修事業(６面)

一
　
◇
◇

／
ｒ
－
－
　
　
－
－

1億5,720万円

1億　250万円

　2,340万円i

　l,995万円！

　5,600万円,|

安全で決適な生活環境づくりー、

レ

レ

合併処理浄化槽設置補助

ごみ減量化事業

◇クリーンセンター関連俳水路整備事業

◇公共及び流域下水道事業

◇水道第３次拡張事業

　　1,029｀万円

　　530万円

　6,629万円

6億8,350｀万円

3億1,000万円Ｊ

生きがいある社会福祉の充実　ぐｰ

◇ディサービス事業

◇ホームヘルパー(家庭奉仕員)派遣

◇地域福祉基金積立

◇心身障害者作業所増築事業

◇ボランティア活動推進事業

◇健康管理データーバンク事業

　1,867‾万円

　1,803‾万円

1億　680‾万円

　1,255‾万円

　　500‾万円

　　289万円

，づ心力ある地域産業の振興

◇県単及び町丿杜独農道整備事業1　　　｡

　町単独かんがい排水整備事が　　1億4，

◇↑欠遺なむらづくり21推進事業

　◇商工会振興等補助

i､◇おもちや博物館建設事業
－ 一 一 － 一 一 -

　1,635‾万円！

3億3,198‾万円」
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排水設備の設置例

下
水
道
が
使
用
で
き
る

み
な
さ
ん
へ

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
収
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
排
水
設
備
に
っ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
十
。
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公
共
汚
水
ま
す

　　　　公共下水道
(町で設置・管理する部分)

　　　ｊ　排水設備
(個人で設置・管理する部分)

下
水
道
が
使
用
開
始
の
揚
台

　
公
代
ド
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
た

区
域
（
水
洗
化
の
可
能
区
域
）
内
の

み
な
さ
ん
は
、
３
年
以
内
に
ト
イ
レ

を
水
洗
ト
イ
レ
（
公
共
下
水
道
に
接

続
し
た
も
の
）
に
次
週
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
示
後
は
、
連
々
か
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

改
造
す
る
工
事
は
　
　
　
】

　
排
水
設
備
Ｌ
事
（
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
す
る
ド
車
や
流
し
、
浴
槽
な
ど

の
排
水
に
収
）
は
、
町
で
指
定
し
た

排
水
設
備
公
認
。
1
1
事
店
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
公
認
工
事
店
以
外
の

業
者
が
施
に
し
た
場
合
に
は
、
Ｌ
雁

痩
丿
後
に
町
が
行
う
検
査
を
受
け
る

こ
と
も
、
ま
た
、
使
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
な
る
と

○
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
防
い
で
、
伝

　
染
病
を
ｒ
防
し
ま
す
。

○
衛
生
的
で
家
の
中
に
悪
臭
が
広
が

　
り
ま
せ
ん
。

○
幼
児
や
老
人
で
も
安
心
し
て
使
用

　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
く
み
取
り
の
か
ず
ら
わ
し
さ
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

○
腰
掛
武
を
使
う
と
、
お
年
寄
り
や

　
高
血
圧
の
方
で
も
楽
に
使
用
で
き
、

　
痔
の
斤
防
に
も
な
り
ま
す
。

工
事
の
方
法

　
水
沃
化
の
に
事
は
約
２
、
３
日
間

で
す
。
そ
の
う
ち
、
ト
イ
レ
は
半
日

か
ら
１
日
ぐ
ら
い
で
す
。

　
〈
工
事
の
施
工
〉

　
　
　
　
　
｝

①
排
水
管
や
汚
水
ま
す
の
工
事

②
浴
槽
や
台
所
に
ト
ラ
ッ
プ
（
防
貼

　
装
置
）
　
の
取
り
付
け
工
事

③
使
槽
の
し
尿
を
く
み
取
っ
て
消
㈲
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し
、
砂
で
埋
め
る

①
水
洗
用
の
便
器
や
タ
ン
ク
を
取
り

　
つ
け
る

⑤
給
水
の
配
管
と
水
漏
れ
な
ど
の
検

　
査

…
…
改
造
の
費
用

標
準
と
し
て
約
３
５
万
円
で
す
。

排
水
管
の
長
さ
や
水
洗
ト
イ
レ
の

種
類
に
よ
り
差
が
で
ま
す
。

工
事
の
手
続
き

①
依
頼
者
は
、
「
公
認
工
雁
店
」
に
直

　
接
、
工
事
の
申
込
み
を
し
ま
す
。

②
「
公
認
工
事
店
」
は
１
１
・
ぃ
事
の
確
認

　
申
請
書
を
作
成
し
、
町
に
提
出
し

　
ま
す
。

③
町
で
は
、
申
請
方
を
も
と
に
施
工

　
方
法
、
費
用
な
ど
が
基
準
に
合
い
、

　
適
正
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
工
事

　
の
許
可
を
し
ま
す
。

①
「
公
認
工
事
店
」
は
ド
事
に
着
手

　
し
ま
す
。

⑤
「
公
・
認
工
事
店
」
は
工
事
終
ｒ
後

　
５
日
以
内
に
、
Ｌ
事
完
了
届
を
町

　
に
提
出
し
ま
す
。

⑥
町
は
工
事
完
ｒ
届
に
よ
り
完
了
検

　
査
を
し
ま
す
。
検
査
に
合
格
す
る

　
と
、
検
査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

⑦
申
請
者
（
依
頼
者
）
は
、
ド
水
道

　
使
用
開
始
届
を
町
に
提
出
し
、
使

　
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

排水設備工事の手順

-お
ね
が

　
ド
水
道
は
み
な
さ
ん
の
財
産
で
す
。

数
ト
年
も
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
が
、

使
用
方
法
に
よ
っ
て
相
当
差
が
出
て

き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
各
家
庭
で
は

次
の
よ
う
な
排
水
対
策
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
台
所
か
ら
出
る
食
べ
物
の
残
り
カ

　
ス
や
調
理
く
ず
は
流
さ
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

◇
水
に
心
け
な
い
も
の
（
ビ
ニ
ー
ル

　し皿らこ[

言m皿匹

仁匹ｙ七口

　皿]四回〈〉

Ｘｔ

公認工事店

事店へ申し込み下さい。

　
類
、
布
く
ず
、
固
い
祇
な
ど
）
は

　
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
洗
た
く
に
は
、
石
け
ん
や
無
リ
ン

　
洗
剤
を
使
用
し
、
使
い
過
ぎ
に
は

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

－
－
－
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、
施

設
の
寿
命
を
少
し
で
も
長
く
保
ち
、

快
適
で
住
み
よ
い
牛
活
か
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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町
行
政
組
織
・
機
構
を
一
部
改
正

　
町
で
は
、
２
１
位
記
に
向
け
た
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
の
１
２

月
定
例
議
会
に
町
行
政
組
織
・
機
構

戸
部
改
削
案
を
に
程
し
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
６
３
年
に
部
制
を
導

リ
人
後
３
年
を
経
過
し
、
暑
‥
し
い
社
会

－－－
目田|目田川||田|目間||1111田|目田田||田||

変
化
の
中
で
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る

行
政
府
．
変
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組

織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
た
む
の

で
、
町
行
政
事
務
合
理
化
委
員
会
及

び
同
専
門
部
会
に
お
い
て
、
半
年
以

ト
に
わ
た
っ
て
研
究
・
検
討
が
続
け

壬生町役場機構図
　　　　　　　　総務課
総務部二企画財政蒙
　　　　　　　　税務課

　　　　　　　　住民課民丿部犬福祉課

　　　　　　　　保健課

経済都心影?湿光課

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
４
月
１
目
か
ら
実
施
さ
れ

た
町
行
政
組
織
・
機
構
の
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
３
部
制
－
↓
４
部
制
（
民
生
経
済

　
部
を
民
生
卵
と
経
済
部
に
分
割
。

　
な
お
、
住
民
課
を
民
士
郎
に
移
行
）

②
秘
書
係
の
新
設
（
情
報
化
社
会
へ

　
の
対
応
と
上
位
機
関
・
関
係
機
関

　
と
万
連
携
強
化
。
総
務
課
に
設
置
）

⑤
高
齢
対
策
係
の
新
設
（
高
齢
化
社

　
合
に
向
け
た
き
め
細
か
な
行
政
サ

　
ー
ビ
ス
強
化
。
福
祉
課
に
設
置
）

建設課

都市計画課

下水道課

出納室

事務局

教務課

杜会教育課
杜会体育課

私務局

襄務局
勝務局

事務局

水道課

建設乱入

上
し助役

収入役

教育長--一一次長二

議会

教育委員会

｀‾’選挙管理委員会
監査委員

固定資産評価審査委員会

農業委員会

水道事業管評者

　　
　
’
彫
目
儡
i
6
g
y
f
i
l

田
川
出
目
□
ｊ

平
成
４
年
４
月
１
日
付

○
印
は
昇
任
（
）
は
旧

　
　
【
部
・
課
長
級
】

▽
総
務
部
長
（
建
設
部
長
）
毛
塚
重
徳

▽
民
生
部
長
（
民
生
経
済
部
長
）
神
授

英
幸
　
▽
経
済
部
長
（
教
育
次
長
叉

汪
直
蔵
　
▽
伴
設
部
長
座
設
課
長
）

○
神
水
　
栄
　
▽
教
育
次
長
（
農
務

課
長
）
○
木
野
内
洋
い
…
…

▽
総
務
深
長
（
福
祉
課
長
兼
児
童
館

長
）
橋
本
　
守
　
▽
税
務
課
長
（
総

務
課
長
）
木
村
　
玄
　
▽
福
祉
課
長

（
出
納
室
長
）
日
求
心
巳
　
▽
農
務
課

長
（
ド
水
道
課
長
）
渡
辺
曼
雄
　
▽
住

設
暉
長
（
税
務
洋
瓦
）
白
有
情
英
　
マ

下
水
道
課
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
梁
島
和
夫
　
▽
教
務
課
長
（
教
務

課
ド
幹
）
○
太
田
芳
明
　
▽
出
納
室

長
（
社
会
体
育
洋
ヽ
に
幹
郡
民
・
町
民
体

育
祭
担
当
ご
し
田
村
先
安
▽
農
業
委

員
会
事
務
局
長
（
社
会
教
育
課
主
幹

兼
中
央
公
民
館
長
）
○
伊
藤
仁
一

▽
総
務
課
Ｌ
幹
兼
秘
眺
‥
係
長
（
同
課

上
幹
兼
庶
務
人
収
係
長
）
山
川
　
進

▽
企
画
財
政
課
主
幹
兼
企
両
調
整
係

長
（
総
務
課
ヽ
に
幹
兼
管
財
係
長
）
佐
藤

和
明
　
マ
福
祉
課
ヽ
．
Ｌ
幹
兼
…
翫
ｍ
館
長

（
同
課
ド
幹
高
齢
対
策
担
当
）
一
．
政
義

彦
　
▽
水
道
課
Ｌ
幹
兼
Ｌ
務
係
長
（
企

画
財
政
課
ヽ
に
幹
兼
同
和
対
策
係
長
）

鈴
木
　
孝
　
▽
住
設
課
主
幹
兼
工
今

後
吉
担
当
（
同
洋
上
幹
兼
Ｌ
事
監
理

検
吉
松
当
）
粂
川
邦
夫
　
▽
社
仝
教

育
課
れ
幹
兼
中
火
公
民
館
長
（
住
民

課
ヽ
ド
幹
兼
山
犬
飼
出
張
所
長
）
二
橋

秀
　
▽
福
祉
課
ヽ
．
Ｌ
幹
兼
筈
・
保
育
所

長
（
間
諜
ヽ
に
幹
兼
第
一
保
育
所
長
）
山

室
揚
子
　
▽
住
設
課
れ
幹
（
栃
木
県

卜
木
部
都
心
計
画
課
主
査
）
モ
塚
和

夫
　
▽
教
務
課
主
幹
（
壬
生
北
小
教

諭
）
人
見
宛
直

「
課
長
補
佐
・
係
長
級
」

▽
総
務
深
長
補
佐
兼
庶
務
人
事
係
長

　
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整

係
長
）
伊
藤
往
生
　
▽
企
両
肘
放
課

長
袖
佐
兼
同
和
対
策
係
長
（
商
Ｌ
観

光
課
長
袖
佐
兼
工
業
開
発
係
長
）
石

村
　
進
　
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
医
療

福
祉
係
長
（
商
Ｌ
観
光
洋
長
袖
佐
兼

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
塚
出
征

夫
　
▽
商
に
観
光
課
長
補
佐
兼
統
計

係
長
（
福
祉
課
長
補
佐
兼
医
療
福
祉

係
長
）
荒
川
　
勇
　
▽
建
設
課
長
補

佐
兼
卜
木
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼

ド
務
係
長
）
板
橋
　
誠
　
▽
商
工
観

　
　
　
　
　
　
）

光
課
長
拙
作
兼
鉛
分
青
少
年
ホ
ー
ム

館
長
（
柱
聯
課
長
袖
作
兼
稲
葉
出
張

所
長
）
若
林
房
司
　
▽
住
民
課
長
拙

作
兼
稲
装
出
張
所
長
（
商
ド
観
光
彦

艮
拙
作
兼
統
計
係
長
）
伊
藤
穀
男

▽
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
（
教

務
洙
長
拙
作
兼
庶
務
係
長
）
松
本
辰

夫
　
▽
総
務
課
長
補
佐
兼
管
材
係
長

　
（
住
設
課
Ｌ
永
福
亘
○
中
村
誠
．

▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
第
Ｉ
保
育
所
長

　
筒
課
長
補
佐
兼
第
３
保
育
所
長
）

東
川
幸
ｆ
　
▽
福
祉
深
長
補
佐
兼
弟

３
保
育
所
長
（
第
２
保
育
所
長
）
○

叫
ｙ
良
7
.
　
▽
福
但
課
長
補
佐
兼
第

４
保
育
所
長
（
第
４
保
育
所
長
）
○

か
内
が
ｆ
　
▽
保
健
課
長
補
佐
兼
環

境
公
害
係
長
（
間
諜
環
境
公
害
係
長
）

○
根
岸
文
夫

▽
灸
圃
財
放
課
広
報
広
聴
係
長
（
総

務
課
消
防
交
通
係
長
）
榎
本
安
夫

▽
税
務
課
町
民
税
係
長
（
福
祉
課
社

会
福
祉
係
長
）
熊
倉
英
吉
　
▽
福
祉

謀
社
会
福
祉
係
長
（
議
会
事
務
局
議

恥
係
長
）
山
井
　
勲
　
▽
福
祉
課
高

齢
対
策
係
長
（
下
水
道
深
業
務
係
長
）

神
水
喜
巾
　
ス
ふ
Ｉ
水
道
課
業
務
係
長

　
（
税
務
課
町
民
税
係
長
）
戸
崎
義
男

▽
教
務
洙
庶
務
係
長
（
住
民
課
住
民

係
長
）
長
　
恵
4
1
　
▽
議
会
事
務
局

議
収
係
長
（
企
両
肘
放
課
広
報
広
聴

係
長
）
梁
島
照
一
　
▽
総
務
課
消
防
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交
通
係
長
（
同
課
主
賓
）
○
粂
川
洋

一
　
▽
商
工
放
光
課
工
業
開
発
係
長

（
商
工
観
光
課
主
査
）
○
栗
原
　
隆

万
南
犬
飼
出
張
所
長
（
教
務
課
主
査
）

○
大
橋
正
典

　
　
【
ｔ
査
・
主
任
等
】

▽
農
務
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
関

口
幸
男
　
▽
総
務
課
主
査
（
企
画
財

政
課
主
査
）
岩
井
利
一
　
▽
企
画
財

放
課
玉
食
（
税
務
課
主
査
）
出
片
　
透

▽
企
画
財
政
珠
玉
食
（
回
禄
判
任
）

○
加
藤
真
由
美
　
▽
総
務
課
ド
査
（
福

祉
課
主
査
）
山
中
正
幸
　
▽
総
務
課

主
査
（
保
健
課
主
査
）
大
柿
悦
不

▽
住
民
譚
主
査
（
教
務
課
ド
査
）
占

田
久
万
卜
　
▽
税
務
課
ド
査
（
保
健

課
生
育
）
出
重
利
子
　
▽
娃
設
課
ヽ
ド

査
（
農
務
課
主
査
）
高
本
便
雄
　
▽

第
１
保
育
所
亜
沓
（
第
２
保
育
所
ヽ
ド

任
∇
○
竹
内
敬
子
　
▽
第
５
保
育
所

ヽ
ド
査
（
第
３
保
育
所
生
沓
）
入
出
初
直
ｊ

、
４
　
▽
第
３
保
育
所
主
査
（
第
５
保
育
所
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生
方
渡
辺
初
枝
　
▽
第
２
保
育
所

圭
貴
兄
廠
竿
千
古
）
万
年
利
乙
Ｊ

▽
第
１
保
育
所
主
査
（
同
玉
江
Ｏ

紳
永
久
了
　
▽
児
童
館
れ
査
（
第
５

保
育
所
ヽ
日
吉
）
増
田
尹
Ｌ
　
▽
水
道

課
鈍
だ
（
都
市
計
画
課
ヽ
に
査
栃
木
県

県
典
開
発
事
業
団
派
遣
）
中
村
隆
仲

▽
水
道
課
ド
査
（
粁
会
体
育
諜
れ
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
）

戸
室
佐
代
子
　
▽
保
健
課
ヽ
．
Ｌ
査
（
水

道
課
土
査
）
高
由
美
竹
Ｌ
　
▽
総
務

課
主
査
（
建
設
課
運
転
予
）
○
鈴
本
健

太
郎
　
▽
建
設
課
載
査
栃
木
県
上
木

部
道
跡
建
設
課
派
道
（
晨
務
課
七
百

斎
藤
喜
重
　
▽
都
市
計
画
課
主
査
栃

木
県
上
地
開
発
公
社
派
遣
（
水
道
課

主
査
）
小
谷
野
紀
雄
　
▽
部
↑
印
計
画

課
主
査
栃
木
県
県
火
開
発
事
業
団
派

道
Ξ
務
課
主
査
）
増
出
典
耕

▽
税
務
課
主
任
（
総
務
課
恥
任
）
増

山
士
郎
　
▽
税
務
課
ヽ
．
に
任
（
住
民
課

主
任
）
粂
川
延
夫
　
▽
福
祉
課
ド
任

　
（
住
民
課
土
圧
）
神
水
万
Ｌ

▽
第
１
保
育
所
保
母
（
第
５
保
育
所

保
母
）
池
田
弥
栄
子
　
▽
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
主
事
（
社
会
体
育
課
主
事
）

岩
崎
賢
治
　
▽
農
務
課
に
任
（
建
設

誄
主
任
）
池
田
　
茂
　
▽
議
会
事
務

局
主
任
（
総
務
課
監
任
）
入
坑
仁
美

▽
教
務
課
主
任
（
税
務
課
ヽ
Ｈ
任
）
神

原
道
子
　
▽
社
会
体
育
課
ド
任
（
税

務
課
主
任
）
川
又
孝
司

▽
壬
生
小
松
食
婦
（
稲
築
小
給
食
婦
）

中
嶋
治
美
　
▽
壬
生
彩
小
給
食
婦
呈

生
中
給
食
婦
）
青
柳
ハ
ナ
ｆ
　
▽
Ｅ

集
中
給
食
婦
子
牛
小
松
食
婦
）
荒
川

和
・
鈴
　
▽
南
犬
飼
中
松
食
婦
（
壬
牛

車
小
給
食
婦
）
神
　
腿
ヅ
Ｌ

新
採
用
職
員

▽
税
傍
課
生
彩
　
八
房
智
行
　
▽
住

民
四
緑
主
事
補
　
高
久
匪
乙
Ｊ
　
▽
保
健

課
主
事
補
　
吉
田
昭
乙
・
’
▽
農
務
課

主
事
　
梁
島
紀
夫
　
▽
図
書
館
司
書

増
田
か
お
る
　
▽
図
政
館
司
政
　
佐

藤
栄
美
　
▽
稲
葉
小
給
食
婦
　
山
中

フ
ョ
　
▽
冊
生
中
粒
食
婦
　
田
中
美

知
子
　
　
　
”

　
退
　
職

　
（
平
成
４
年
３
月
3
1
日
付
）

▽
水
野
　
明
（
総
務
部
長
）
▽
中
川

澄
不
（
福
祉
課
徊
沓
）
▽
青
木
　
紀

　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ド
査
）
言
ト

沢
淳
Ｔ
（
図
涯
館
れ
任
）
▽
神
米
有

美
（
議
合
奏
務
局
ト
任
）
▽
早
野
民
子

　
（
第
１
保
育
所
保
母
）
　
▽
川
中
八
単

侑
（
第
１
保
育
所
縁
ほ
こ
▽
安
祐
美
宣

　
〒
水
道
課
技
予
）
▽
小
谷
野
忠
男

　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
工
▽
梁
川
当

子
（
壬
生
北
小
給
食
婦
⊇
片
荷
文
子

　
（
部
面
計
画
課
管
用
人
）

転
　
出

ソ
粂
川
武
削
（
教
務
課
長
）

　
栃
木
淑
教
育
委
‥
貝
合
へ

施
設
の
合
同
落
成
式
を
行
う

　
町
施
設
の
完
成
を
祝
う
合
同
落
成

式
が
３
月
2
1
Ｈ
、
農
協
会
館
で
関
係

者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
完
成
施
設

◇
壬
生
小
学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル

所
在
地

着
　
Ｌ

完
　
成

総
ll
費

本
丸
Ｉ
Ｌ
目
３
蕎
７
９

．
心
‐
成
２
年
６
月
２
６
日

心
‐
成
３
年
３
月
四
］
日

４
億
９
、
４
９
６
刀

　
　
６
、
５
０
０
円

　
　
　
・
２
階
体
育
館
１
１
ｒ
ａ
ｌ
�

　
　
　
　
体
操
室
、
器
具
庫
・
収
納

　
　
　
　
庫
等

◇
藤
井
小
学
校
プ
ー
ル

所
在
地
　
藤
＃
Ｉ
、
２
６
７
番
地

着
　
工
　
平
成
３
年
９
月
９
日

完
　
成
　
心
一
成
４
年
２
月
２
９
日

総
工
費
７
、
９
７
２
万
２
、
０
０
０
円

施
設
概
要
　
溶
接
式
鋼
板
プ
ー
ル

　
　
　
　
２
５
ｍ
ｘ
５
コ
ー
ス
、
低
学

　
　
　
　
年
用
プ
ー
ル
３
６
ｆ
等

◇
羽
生
田
小
学
校
プ
ー
ル

所
在
地
　
羽
生
田
２
、
１
３
９
番
地
１

着
　
Ｌ
　
珊
成
３
年
９
月
９
目

完
　
成
　
平
成
４
年
２
月
即
日

総
工
費
　
８
、
０
１
３
万
４
、
０
０
０
万

　
　
　
　
２
５
ｍ
ｘ
５
コ
ー
ス
、
低
学

　
　
　
　
年
用
プ
ー
ル
３
５
ｆ
等

施
設
概
要
　
溶
接
式
鋼
板
プ
ー
ル

◇
壬
生
中
学
校
第
２
体
育
館

所
在
地

善
　
Ｌ

完
　
成

総

ll
費

施
設
概
．
安
　
紋
付
鉄
筋
２
階
造
り

　
　
　
・
１
階
プ
ー
ル
ー
り
Ｊ
７
［
Ｊ
心
　
　
施
設
概
要

　
　
　
　
５
５
ｍ
ｘ
８
コ
ー
ス
、
低
学

　
　
　
　
年
用
ブ
ー
ル
６
５
1
2
等

壬
生
甲
２
デ
７
ｏ
葬
地

．
心
一
成
３
年
６
月
２
４
目

心
ド
成
４

１
億
９

　
　
　
　
　
５
、
１
０
０
円

　
鉄
骨
造
り

　
　
８
４
８
・
6
0
心

体
操
室
、
管
坪
室
等
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　壬生聖地公園56区画

◇問合せ先町保健課(a82-1234)

｀Wr

募
集
の
要
領

①
種
別
、
区
画
数

　
　
及
び
永
代
使
用
料
等

種　　　　　　　別 普通墓地　　　Ａ墓域

面　　　　　　　積 4.5�

区　　　画　　数

永　代　使　用　料

　　56区画

250,000円

共同施設管理手数料 （年額）　　2,000円

(1)

受
　
付

◇永代使用料等は、使用許可の際に納入して

　いただきますので、ご用意ください。

◇
日
時
　
６
月
2
9
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
日
間

　
　
　
　
　
り
3
0
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◇
場
所
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ー
階
会
議
室

◇
そ
の
他

ｏ
受
付
時
に
簡
単
な
審
査
を
行
い
ま

　
す
の
で
、
申
請
者
本
人
ま
た
は
家

　
族
の
方
（
申
請
者
と
同
一
世
帯
の

　
成
人
者
）
加
役
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｏ
申
請
胱
‥
の
受
付
は
、
１
入
に
っ
き

　
Ｉ
申
請
ｋ
‥
で
す
。
複
数
受
付
け
で

　
き
ま
せ
ん
。

ｏ
申
請
艮
‥
に
は
、
楷
書
で
は
っ
き
り

　
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

③
応
募
資
格

　
現
在
、
使
用
で
き
る
墓
地
が
な
く
、

申
消
日
堤
在
に
お
い
て
引
き
続
き
１

年
以
ト
、
Ｅ
生
町
に
住
所
を
有
す
る
方

㈲
必
要
書
類

①
墓
園
使
用
許
可
申
請
書

②
申
請
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
の

　
写
し
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

◇
な
お
、
埋
蔵
さ
れ
て
い
な
い
遺
骨

　
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
優
先
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
①
、
②

　
の
ほ
か
に
次
の
瀞
類
を
ご
用
意
く

　
だ
さ
い
。

③
火
葬
許
可
証
、
ま
た
は
寺
院
等

　
管
理
者
の
証
明
書

　
・
遺
骨
を
墓
地
、
寺
院
、
納
骨
堂
に

　
埋
蔵
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　
（
火
葬
許
可
証
）

こ
皿
骨
を
寺
院
等
で
一
時
的
に
保
管

　
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
寺
院
等
管
理
者
の
証
明
書
ｙ

　
　
　
｛

及
び
火
葬
許
可
証
　
　
　

｝

④
申
請
者
の
戸
籍
謄
本

　
　
　
　
　
　
）

　
及
び
死
亡
者
の
除
籍
謄
本

・
申
請
者
と
死
亡
者
が
同
じ
戸
籍
の

　
場
介
　
（
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
）

・
申
請
者
と
死
已
者
が
別
の
戸
籍
の

　
場
合
こ
死
亡
者
の
除
籍
謄
本
及

　
　
　
デ
申
管
宍
籍
果

）

(5)

そ
の
他

　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
後
日
内

容
等
を
審
査
し
、
適
正
な
も
の
は
受

理
し
ま
す
。
こ
の
関
係
で
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

使
用
者
の
決
定

巾
町
長
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
番
呼

　
に
よ
り
、
そ
の
位
置
を
指
定
し
ま

　
す
。

　
申
請
者
の
数
が
募
園
の
区
画
数
を

　
越
え
た
場
合
に
は
　
応
暮
資
格
を

　
満
た
し
た
町
内
居
住
者
で
、
現
在

　
埋
蔵
さ
れ
て
い
な
い
遺
骨
を
所
有

　
し
て
い
る
方
を
第
一
優
先
順
位
と

　
し
て
決
定
し
、
そ
れ
以
外
の
方
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。

側
区
画
を
決
定
し
た
方
に
は
、
決
定

　
通
知
及
び
永
代
使
用
料
納
入
通
知

　
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
抽
選
と
な
っ
た
場
合
に
は

　
そ
の
旨
文
書
で
連
絡
し
ま
す
。



l j l l ｣ 1 1 j l F l j l l 』 | ｢ | | | | | | | | | | | l l l l l l l i l l l l l l j l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l i l l l l l l l l l l l l 1 1 1 1 j l l 1 1 1 1 j l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

911111111111111111Ⅲ|||目|||lllllll広幸B1み

り

Sこ||||||||目||目||||||||||Ⅲ||目|Ⅲ|目口Ⅲ|||||||||||||口||||目||||目|||||目|目||||目』||
1 1 1 1 1 1 1 1 L I I I I 1 1 1 1 1 1 1

　　　一

心

「
－
年
間
で
約
３
８
０
ト
ン
の

ゴ
ミ
が
資
源
化
（
減
量
）
へ

　
町
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
急
増
す

る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
運
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
そ
の
‐
。
環
と
し
て

資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を

制
定
し
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ゴ
ミ

減
量
運
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
こ
の
１
年
間
で
、
約
３
８
０
ト
ン

の
ゴ
ミ
減
量
（
資
源
化
）
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
出
し
方
ひ
と
つ
で
、
ゴ

ミ
が
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ
ま
す
。

不
用
に
な
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
浸
水

ｊ
ル
類
な
ど
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な

い
で
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
と
き
や
、
古

紙
回
収
業
者
へ
出
す
Ｍ
’
（
人
ひ
と

り
が
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

(登録順)

子
ど
も
た
ち
も
ゴ
ミ
の
資
源
化
に
一
役

平成３年度団体別

　資源ゴミ回収実績表

資
源
。
コ
之
｀

　
　
回
収
実
績

○
資
源
ゴ
ミ
回
収
実
施
団
体

　
　
　
　
　
　
　
3
4
団
体

○
回
収
量
内
訳

　
□
伊
東
岸
�
」

　
ｏ
新
　
聞
　
紙
１
７
６
・
Ｉ
ト
ン

○
雑
　
誌
　
類
　
５
２
・
５
ト
ン

ｏ
ダ
ン
ボ
ー
ル
類
　
１
４
・
５
ト
ン

ｏ
布
　
　
　
　
類
　
　
１
・
３
ト
ン

　
　
　
　
　
計
　
２
４
４
・
４
ト
ン

二
戸
郡
開
顕
Ｊ

ｏ
び
　
ん
　
類
１
２
４
・
Ｏ
ト
ン

ｏ
鉄
　
く
　
ず
　
　
６
・
５
ト
ン

〇
ア
ル
ミ
、
銅
類
　
　
Ｏ
・
６
ト
ン

　
　
　
　
　
計
　
１
３
１
・
Ｉ
ト
ン

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
連
動
に

協
力
し
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
区
で
も
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
資
源
ゴ
ミ
ー
回
の
回
収
で
５

０
０
㎏
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
資
源

ゴ
ミ
回
収
業
者
に
売
却
し
た
団
体
に

は
、
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き
５
円
と

１
回
の
回
収
に
つ
き
３
千
円
の
報
償

合
計
　
３
７
５
・
５
ト
ン
　
　
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
　
健
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー

［
］
鯖
１
９
』
心
ａ
４

1
1
脂
ら
Ｊ
４
？
』
４

肆酪 資源ごみ回収団体名 回数(回) 回収量(kg)

１ 幸司三丁目育成会 ２ 4,740

２ 東下台育成会 １ 6,570

３ いずみ育成会 １ 6,010

４ 壬生町立第二保育所保護者会 ４ 6,160

５ 六美南部第一子供会育成会 １ 6,940

６ 弥生会 ６ 6,930

ア ひばりケ丘育成会 ３ ｀　5,550

８ 六美南部第二育成会 ２ 12,630

９ 至宝町北子供育成会 ２ フ,780

１０ 壬生町立羽生田小学校ＰＴＡ ２ 31,950

11 西高野老人クラフ ４ 5,830

１２ 栄町育成会 ２ 3,720

１３ 中表町自治会 ４ 4,910

１４ 至宝町南育成会 ３ 13,460

１５ 下横町自治会 ９ １２,１６０

１６ さんらんぽ保育園を育てる会 １０ 8,290

１７ 上田子供育成会 ２ 17,180

18 幸司四丁目育成会 ２ 4,330

１９ 促進住宅育成会 ３ 4,150

20 壬生町立安塚小学校ＰＴＡ ２ 54,610

21 下馬木自治会(王生) ２ 4,910

22 国谷第一育成会 １ 5,950

23 北小林子供育成会 １ 6,020

24 幸昭一丁目育成会 １ 1,910

25 中震育成会 １ 8,750

26 緑町一丁目自治会 ２ ア,190

27 壬生町駅東育成会 ２ 6,710

28 壬生町立南犬飼中学校ＰＴＡ １ 17,690

29 壬生町立壬生中学校ＰＴＡ １ 64,290

30 緑昭二丁目自治会 ２ 2,230

31 いずみ自治会野球部 １ 4,030

32 壬生町立睦小学校ＰＴＡ １ １６,１７０

33 仲通町育成会 １ 1，880

34 至宝印北自治会 １ 3､860

計 83 375,490
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あなたの財産を守るのは弓忠泡図面です

　平成３年の被害者は約９万人、被害額はおよそ３３６

億円にもなる「悪質商法」｡年々悪質になり、巧妙さを増

し、被害の範囲も広がっています。クーリング・オフ制

度（８日間は契約を無条件で解約）もありますが、「自分

だけは安心」と思わず、常に用心することが大切です。

６月は消費者被害防止月間

ご相談は

◆栃木県消費生活センター

　　　　�0286－34－3181

◆役場商工観光課�82－1234

①
何
の
用
？
・
し
っ
か
り
聞
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
身
分
と
用
件

　
悪
質
業
者
は
身
分
を
偽
っ
た

り
、
販
売
の
目
的
を
隠
し
た
り

し
ま
す
。
相
Ｅ
の
身
分
、
用
件

を
は
っ
き
り
聞
き
、
名
刺
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
も
ら
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
か
し
い
と

　
思
っ
た
と
き
は
ド
ア
閉
め
て

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
家
に
入

る
ス
キ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
簡

単
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

③
も
う
か
り
ま
す

　
　
　
そ
ん
な
言
葉
に
ご
用
心

　
う
ま
す
ぎ
る
話
は
、
お
か
し

い
と
疑
っ
て
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

④
あ
や
し
い
ぞ

　
ひ
と
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く
業
者

　
悪
質
業
者
は
、
あ
な
た
の
財

産
を
根
こ
そ
ぎ
程
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
預
金
な
ど
の
蓄
え
を
、

う
か
っ
に
話
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
勇
気
だ
し
は
っ
き
り
言
お
う

　
　
　
　
　
　
　
い
り
ま
せ
ん

　
中
途
半
端
な
返
事
は
い
け
ま

せ
ん
。
自
分
の
意
志
を
、
は
っ

き
り
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

心

⑥
し
つ
こ
い
な

　
　
そ
ん
な
相
手
は
一
一
〇
番

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
居
座
り
、

し
つ
こ
く
勧
誘
を
す
る
と
き
は

一
　
▽
○
蕎
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
迷
っ
た
ら

　
　
一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
相
談

　
業
者
つ
‥
う
こ
と
を
う
の
み

に
せ
ず
、
第
三
令
‥
の
意
見
も
聞

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
サ
イ
ン
し
て

　
あ
と
で
し
ま
っ
た
も
う
遅
い

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
2
9
‥
っ
た
こ

と
と
、
契
約
涯
に
書
い
て
あ
る

こ
と
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

サ
ィ
ン
を
す
る
と
き
は
、
ナ
分

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
契
約
は

　
　
　
し
て
も
お
金
は
後
払
い

　
そ
の
場
で
お
金
を
払
う
と
、

解
約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
金
を
払
う
と
き
は
慎
重

に
Ｉ

⑩
あ
な
た
で
す
！

　
　
　
自
分
の
財
産
守
る
の
は

　
悪
質
業
者
は
ダ
マ
シ
の
プ
四

で
す
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ

と
思
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
心

に
ス
キ
が
で
き
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
財
産
を
守
る
の
は
あ
な

た
自
身
で
す
。

身近収税/の/

燧5/い/ろ/⑩

確定申告が

間違っていたときは

　
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違

い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
あ
る
い
は
う

っ
か
り
し
て
確
定
申
告
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

　
　
「
更
生
の
清
水
」
を
し
て
医
し
い

税
額
に
訂
副
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
生
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
１
年
以
内
で
す
か
ら

平
成
３
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成

５
年
３
月
1
6
口
ま
で
、
平
成
３
年
分

の
消
費
税
の
申
告
に
っ
い
て
は
、
嘔

成
５
年
３
月
３
１
目
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
〈
税
額
を
少
な
く

　
　
　
　
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

W

　
　
「
修
服
申
告
」
を
し
て
出
し
い
税

額
に
伴
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
。
史
出

を
受
け
る
ま
で
は
い
っ
で
も
で
き
ま

す
が
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後

で
諦
面
申
告
し
た
り
、
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
ド

的
に
除
服
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延

滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
〈
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
〉

　
す
ぐ
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
中
西

を
「
刻
限
後
申
告
」
と
い
っ
て
、
税

務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い

っ
で
も
で
き
ま
す
が
、
税
務
調
査
を

受
け
た
後
で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、

決
定
を
受
け
た
り
す
る
と
、
本
来
の

税
額
の
ほ
か
、
納
入
す
べ
き
税
額
の

１
５
％
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま

す
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
加

算
税
は
５
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
修
正
申
告
の
場
合
と
同
様

延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
な
ど
に
っ
い
て
ご
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
栃
木
税
務
相

談
室
(
1
:
1
殼
７
ｊ
ｔ
り
Ｊ
５
）
、
ま
た
は

栃
木
税
務
署
（
四
�
ｏ
（
Ｘ
）
Ｚ
５
）
へ
。
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鍔判

-

　
邪
馬
台
国
の
女
王
、
9
.
弥
呼
の
こ

ろ
の
食
事
と
、
現
在
の
私
た
ち
が
食

噛む回数と食事時間

　　条豆

こ　縮

の　し

　。ま

順す

む　゜

－
･-
と

は

と

て

も

意
味
が
あ
り
ま
す
。
卑
弥
呼
の
食
事

に
あ
や
か
っ
て
び
み
こ
の
は
が
い

Ｉ
ぜ
』
　
（
卑
弥
呼
の
歯
が
い
１
豊

の
語
呂
介
わ
せ
で
、
順
む
大
切
な
効

用
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○コ　　リ00回　2､000回　3,00眉　4､000回

弥生時代

(卑弥呼の食事)

はまぐりのうしお汁、アユの塩焼き

ノビル、クリ、くるみ、もち

カワハギの干物、玄米の強飯

亀9的回二千三回三

51分

平安時代
(紫　式部)

鎌倉時代
(源　頼朝)

Ｔ面目 フUとアワピの煮物、かぶ汁

大根のもろみづけ、ごはん
31分

丸干いわし、梅干、里芋とワカメのみ

そ汁、玄米おこわ

2､654回・

匹匹二

江戸時代
(徳川家康)

はまぐりの塩蒸し、里芋とｺﾞﾎﾞｰの煮物

タイの焼き瓢ｶﾌのみそ汁､納豆､麦飯

士剣聡5回

22分

昭和13年ごろ
　(戦前庶民)

大豆のみそいため､たくあん､野菜のみそ汁

人参と犬掻の煮物、豆腐のみそ汁

1,420回

22分

ごはん、みそ汁､焼き魚、おひたし

きんぴら

現　　　　在

　(ごはん食)

≒019回

1　　13分

現　　　　在
ﾛｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ）

コーンスーフ、ﾌﾗｲﾄﾞﾎﾞﾃﾄ

ﾁｰｽﾞﾊﾞｰｶﾞｰ
562回

　8分

　　｜　　｜　　｜　　｜　　｜　　｜　　｜○　分10分　20分30分40分50分60分

１-ユ
〃

W

-

ス
ポ
ー
ツ

○
軋
）

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
ザ
・
ゲ
ー
ム

サ
ー
ク
ル
・
ジ
ャ
ン
プ

　
こ
の
競
技
は
、
Ｉ
チ
ー
ム
８
人
で

構
成
、
う
ち
１
人
が
直
径
約
４
・
２

ｍ
の
円
の
中
心
で
、
長
さ
２
・
２
ｍ

の
ロ
ー
プ
で
完
に
ボ
ー
ル
が
っ
い
た

も
の
を
時
計
と
反
対
回
り
に
回
し
ま

す
。
残
り
の
７
人
は
円
の
外
側
に
い

て
、
１
番
目
の
人
が
円
の
中
に
入
っ

て
回
る
ロ
ー
プ
の
上
を
ジ
ャ
ン
プ
し

ま
す
。
続
い
て
、
四
Ｉ
プ
が
１
周
す

る
ご
と
に
反
時
計
回
り
に
１
人
づ
つ

中
に
入
っ
て
い
き
、
７
番
目
の
人
が

人
っ
て
跳
ん
だ
時
点
か
ら
１
回
と
カ

ウ
ン
ト
を
数
え
ま
す
。
そ
の
後
、
７

番
目
の
人
を
基
準
に
１
周
す
る
ご
と

に
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ロ
ー
プ
を
引

っ
掛
け
る
こ
と
な
く
何
回
跳
ん
だ
か
、

そ
の
回
数
が
チ
ー
ム
の
記
録
と
な
り

ま
す
。
競
技
時
間
は
３
分
以
内
と
し
、

そ
の
時
間
内
な
ら
ば
何
度
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
競

技
時
間
が
過
ぎ
て
も
跳
び
続
け
て
い

る
陽
介
は
、
失
敗
す
る
ま
で
競
技
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
競
技
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ご
と
の
役
割
の
交
替
、
メ
ン
バ

ー
の
並
び
替
え
、
作
戦
タ
イ
ム
、
休

憩
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
施
場
所
は
、
特
に
限
定
し
な
い

が
、
危
険
の
な
い
平
ら
な
場
所
（
体

育
館
な
ど
）
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
競
技
や
用
具
に
つ
い
て
の
お
問
合

せ
は
、
町
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

　
（
四
肢
ｎ
乙
９
り
４
ｒ
ａ
）
　
へ
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
山
安

市
会
長
）
主
催
の
第
３
回
親
善
大
全

が
３
月
1
4
目
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
【
成
績
】
総
合
優
勝
舟
町
、
準
優
勝

北
小
林
訊
こ
、
３
抗
ト
長
田
、
４
抗

告
心
、
５
位
東
雲
、
６
位
松
原

　
な
お
、
総
合
優
勝
、
準
優
勝
チ
ー

ム
は
弟
４
４
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
（
５

月
1
4
口
、
都
賀
町
）
に
、
３
位
～
６

位
チ
ー
ム
は
栃
木
支
部
親
善
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
全
（
５
月
１
２
日
、
栃
木
巾
）

に
出
場
し
ま
す
。



い広丿場

健
康
は
３
時
の
ビ
ー
ル

（
毎
日
、
運
動
も
何
も
し
な
い
が

　
　
　
　
　
　
）

丈
夫
で
ほ
と
ん
ど
医
者
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
Ｊ
と
い
う
宝
重
さ
ん
は
、

１
目
聡
乳
１
本
と
た
ば
こ
1
0
本
を
飲

あ達者
ｶﾂﾌj

ﾑ]ﾔｿﾌ

⑩旭町

坂本
宝重さん(90)

ハツさん(82)
夫妻

漣Ξ
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

日は健康の人目

　　安塚中央　大山　芳美さん

、小学生のころ、虫歯で泣いた思い出から歯科衛

生士になって４年目の芳美さん。『食後のブラッ

シングってとても大切なんですよ9』と、プロのア

ドバイスをひと言。そして、毎［］のリフレッシュ

は､「人との出合いが楽しい」というスイミングで。

　今年から「着付とお茶」を始め､“女性らしざ

もというスッキリさわやかなお嬢さんです。

チピッ子アjl,ハム

麻
貴
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
女
）

　
　
（
父
）
田
　
中
　
　
明
　
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
栄
　
子
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
心
も
身
体
も
健
康
で

　
ま
っ
す
ぐ
な
子
に
育
っ
て
ね
。

（
六
美
町
南
一
）

自
由
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
）

遥
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
女
）

　
　
（
父
）
和
久
片
　
　
弘
　
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
恵
美
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
城
南
）
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ふ才ﾐ｣4
町長表彰されたみなさん

　
　
　
　
　
　
　
）

む
ほ
か
、
ハ
ツ
さ
ん
と
２
人
で
1
0
時

の
お
茶
の
時
間
に
は
コ
ー
ヒ
ー
を
、

３
時
に
は
ビ
ー
ル
ー
本
を
飲
む
の
が

日
課
で
１
１
年
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ビ
ー
ル
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
血
圧
も
良
く
な
り
、
毎
日
居
間
に

座
っ
て
新
聞
を
児
た
り
テ
レ
ビ
を
見

た
り
し
て
い
て
も
健
康
で
あ
り
か
た

い
Ｊ
と
宝
重
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ハ
ツ
さ
ん
は
朝
起
き
る
と

お
茶
を
１
杯
飲
ん
だ
後
、
屋
敷
周
り

を
は
き
、
朝
食
後
、
家
の
中
の
事
を

し
、
「
３
６
５
日
、
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
や
っ
て
い
る
１
０
と
い
い
ま
す
。

　
３
歳
の
時
に
ほ
親
を
亡
く
し
た
宝

重
さ
ん
は
、
母
親
の
実
家
ご
育
て
ら

れ
、
１
１
歳
で
埼
玉
の
農
家
に
奉
公
に

出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、

東
京
の
本
郷
の
も
ち
菓
子
屋
へ
移
り

２
８
歳
ま
で
奉
公
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
６
歳
の
時
に
父
親
の
世
話
を
奥
さ

ん
の
家
に
お
願
い
し
た
縁
で
、
ハ
ツ

さ
ん
と
結
婚
さ
れ
、
今
年
で
６
２
年
目

に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
借
り
た
土

地
に
新
居
を
構
え
、
ハ
ツ
さ
ん
は
そ

こ
で
雑
貸
店
を
や
り
、
宝
重
さ
ん
は

借
地
で
農
業
を
し
、
冬
は
東
京
に
出

稼
ぎ
し
て
生
計
を
盛
り
立
て
、
８
入

の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

県
Ｉ
位
を
町
長
表
彰

　
平
成
３
年
度
の
県
の
大
会
・
展
覧

会
に
お
い
て
第
１
位
に
輝
い
た
個
人
・

団
体
が
町
内
で
５
組
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
児
破
の
み
な
さ
ん

の
努
力
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

３
月
１
９
口
、
役
場
に
お
い
て
町
長
表

彰
武
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ｏ
理
科
作
品
中
失
展
覧
会
最
優
秀
賞

　
壬
生
小
２
年
　
落
八
‥
慶
子
他
８
名

○
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

　
ク
ー
ル
優
秀
賞

　
千
生
小
２
年
　
早
乙
女
　
薫
　
　
＼

○
「
わ
た
し
た
ち
の
夢
み
る
未
来
の

　
街
」
作
品
展
最
優
秀
賞
（
高
学
年
）

　
千
生
小
４
年
　
荒
川
　
和
也

○
理
科
作
品
中
央
展
覧
会
最
優
秀
賞

　
羽
牛
山
小
５
年
　
宇
賀
神
良
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
５
名

○
「
わ
た
し
た
ち
の
夢
み
る
未
来
の

　
街
」
作
品
展
最
優
秀
貢
（
低
学
年
）

　
壬
牛
乳
小
２
年
　
月
井
し
の
ふ

肌
◎
⑩
圧

や

｀9'゛｀白…………≒…

……ぐ言1yj7　9

「大きなひまわり」

壬生北小学校２年

　　大垣　裕恵

壬生北小学校５年

　　臼井　聡史



茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
う

　公民館事業の学級・講座、サークルの集大成とな

る公民館まつり方３月フ、８日の両日行われたほか。

８日は同中央公民館で町消費生活展方、町資料館で

は資料館まつり方催され、多くの大方訪れました。

　
第
２
回
町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
及
び

健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
３
月
１
日
、
町
総
合
運
動
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

体
を
ほ
ぐ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
参
加
者
た
ち
は
、
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　嘉賠が丘ふれあい広場で星を見る親子のっとい

が２月29日から１泊２日で行われ、48人の親子が

参加しました。
　
羽
生
田
小
学
校
で
３
月
フ
日
、
消
防
演
習

が
行
わ
れ
、
同
校
児
童
や
常
備
消
防
、
町
消

防
団
が
参
加
し
て
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫

し
た
実
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

亘泥泥|
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壬生中サッカー部保護者会主催の壬生町小学生

交歓サッカー大会が３月１日、壬生中ブランドで

行われ、睦小弓年生チームが優勝。準優勝は壬生

東小６年生チーム、第３位は安塚小弓年生チーム。

　福井県福井市の超勝寺佳織、壬生照泰さんが３

月25日、同寺信徒約90人と来町。壬生さんの祖先

は京都の壬生官務家で、本邸を支配した戦国大名

壬生氏とゆかりがあるといわれ、下野壬生氏に関

る雄琴神社や常楽寺を訪れ､先祖を佃ばれました。

優
勝
し
た
睦
小
６
年
生
チ
ー
ム

左
か
ら
３
人
目
が
壬
生
胆
泰
さ
ん

　
町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
）
が
平
成
３
年
度
消

防
庁
長
官
表
彰
旗
を
受
賞
さ
れ
、
３
月
2
5
日
、
町
内

の
結
婚
式
場
で
清
水
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
多
数

が
列
席
し
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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資
料
館
企
画
展
よ
刃
犬
（
最
終
会
）

『
瓢
（
ヒ
サ
ゴ
）
と
く
ら
し
』
そ
の
⑤
）

か
ん
ぴ
ょ
う
発
祥
の
地

　
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
「
ュ
ウ
ガ
オ
」
「
フ

ク
ペ
」
（
ウ
リ
科
）
の
果
皮
を
幅
約
２
、

３
四
内
外
の
紐
状
に
削
っ
て
乾
燥
さ

せ
た
食
品
で
す
。
「
ュ
ウ
ガ
オ
」
「
フ

ク
ベ
」
は
同
じ
ウ
リ
科
の
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
と
近
縁
の
種
類
で
、
祖
先
棒
は
西

ア
フ
リ
カ
ま
た
は
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ヒ
ル

ガ
オ
科
の
ョ
ル
ガ
オ
を
俗
に
。
ウ
ガ

オ
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本

干
瓢
大
名
、
鳥
居
唐
菜
公

種
と
は
ま
っ
た
く
別
種
な
も
の
で
す
。

　
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
含
み
、
消
化
の
良
い
食
品
と
し

て
寿
司
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
栃
木
県
が
生
産
高
日
本
。
で
、

全
国
の
約
９
０
％
を
占
め
て
お
り
、
栃

木
県
の
代
表
的
な
特
産
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
産
地
は
、
石
生
町
を
中

心
に
石
橋
町
、
上
三
川
町
な
ど
県
中

南
部
の
１
１
服
町
で
す
。
こ
の
地
域
は

洪
積
層
火
山
灰
性
醸
作
Ｌ
壌
の
畑
作

地
で
、
か
ん
ぴ
ょ
う
は
米
に
次
ぐ
重

要
な
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
の
歴
史

は
、
そ
れ
程
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
の
正
徳
２
年
〒
７
１
２
）

に
、
近
江
国
水
口
領
土
か
ら
壬
生
領

主
と
な
っ
た
島
尻
伊
賀
守
忠
英
が
、

領
内
の
農
産
物
の
牛
試
作
が
低
く
、

ま
た
土
だ
っ
た
産
物
が
な
い
た
め
、

郡
奉
行
の
松
本
茂
右
衛
門
に
か
ん
ぴ

ょ
う
の
栽
培
を
命
じ
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
茂
右
衛
門
は
近
江
国
水
冷
村
よ
り

種
子
を
取
り
寄
せ
、
そ
の
種
匹
Ｊ
を
黒

川
の
東
西
の
名
主
に
試
作
さ
せ
ま
し

た
。
す
る
と
、
漱
の
藤
片
付
名
主
篠

原
丈
助
か
成
功
し
、
そ
れ
以
後
、
藤

井
を
中
心
に
か
ん
び
ょ
う
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ｒ
生
町
が
本
県
の

か
ん
ぴ
ょ
う
発
祥
の
地
と
Ｉ
．
＝
‥
わ
れ
て

い
ま
す
。
町
内
の
精
忠
神
社
境
内
に

鳥
居
忠
英
の
徳
を
称
え
る
頌
徳
碑
（
昭

和
１
２
年
建
立
）
と
、
か
ん
ぴ
ょ
う
発

祥
二
百
五
十
年
記
念
碑
（
同
３
７
年
建

立
）
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
）

　
ま
た
、
「
ュ
ウ
ガ
オ
」
「
フ
ク
ベ
」
の

実
は
成
熟
す
る
と
外
皮
が
硬
く
な
る

の
で
、
中
を
く
り
ぬ
き
乾
燥
さ
せ
た

も
の
（
よ
く
べ
相
去
と
称
し
て
炭

入
れ
（
炭
取
り
）
と
し
て
重
宝
し
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
、
民
芸
ブ
ー
ム
を
反
映

し
寄
核
な
顔
に
彩
色
を
加
え
た
お
面

な
ど
、
ふ
く
べ
を
使
っ
た
多
種
の
民

芸
品
が
加
Ｌ
さ
れ
、
観
光
み
や
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

橋
詰
　
通
氏
が
行
政
相
談
委
員
に

行
政
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
の
相
談

　
日
ご
ろ
か
ら
皆
様
の
身
近
な
場
所

で
、
行
政
上
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て

相
談
相
手
と
な
る
「
行
政
相
談
委
員
」

に
橋
詰
　
通
氏
が
、
総
務
庁
長
官
か

ら
平
成
４
年
３
月
―
日
付
け
で
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識

者
の
中
か
ら
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、

住
民
の
皆
様
か
ら
広
く
行
政
（
役
所
）

に
対
す
る
苫
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
意
見
・
要
望
を
も

と
に
行
政
迷
宮
の
改
作
を
進
め
る
こ

と
を
什
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
心
配
ご
と
相
談
で
定

例
的
に
相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
ほ

か
、
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
中
出
く
だ
さ

○
行
政
相
談
委
員

橋
詰
　
通
氏

　
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
審
３
８
号

　
　
　
　
　
�
８
２
－
０
N

L
r
M
7
）

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

呼
び
す
て
に
し
て
く
れ
る
人
今
は
な

く
わ
れ
も
七
十
の
坂
を
越
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

こ
・
一

此
処
も
又
人
不
足
な
り
北
陸
の

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
老
い
ら
雪
掻
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
川
こ
ま
子

灯
の
光
及
ぶ
限
り
を
き
ち
き
ち
と

雪
は
舞
う
な
リ
風
に
吹
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
城
　
敏
夫

焼
き
た
て
の
潮
の
香
り
の
帆
立
貝

夕
餉
の
膳
に
ふ
る
さ
と
恋
う

　
　
　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
灯

　
　
　
　
　
あ
卜
・
　
　
　
も
く
ぃ

春
茫
つ
や
土
鮮
ら
し
き
土
竜
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
7
.

春
雨
や
図
書
館
静
か
に
混
ん
で
ゐ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
八

逆
1｡
‐
リ
出
米
ぬ
が
ま
ま
に
卒
業
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
八
重
八

水
温
み
裏
の
裏
ま
で
掃
除
せ
り
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　　　　　Ｂ席1､500円（自由席）

会場及び　千生中央公民館

問合せ先　　（�82－0108）

前売所　壬生中央公民館、稲葉

　　　　　出張所、南犬飼出張所

Ｕ　　　　　　　　　　　　　□

U

..･･･.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･.･

･･

果

ド

レ]ﾑ

回…

…　　　　　

，｡,｡い‥‥‥,ぃ,,､｜,,,，，言,……い､J，‥‥‥‥　　‥‥　

〉

゛ﾌﾟ　　

1『

ニ　　　　

レ

謳朧前謳皆副朧扉殲レ　　]ﾉ

ﾉﾔ回心

　士二八万言゛]紆

聯

どぷ

顛

じノエル

　　　　　　　　　　　　　　　　ぷゝv　　　　　　　　Z　　　　　　　　占?♂心〃〃

[∧二

…

……j

｀　白白,

:

,f]｀IL゛1で11
゛l1゛゛IE::;t゛tstfjlfysy:J:ls゛2y゛;E °121'1;1こj万ll゛､1゛1万万11゛[､11　二⊃言言二言二回回言三☆∠ゾ‰｡｡,lj､･1.｡Jlj.1 ;. 1J,111､･｀､j,.万こ11、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　%♂♂?占♂%♂%〃φ♂φゝ?Zφ《ﾝ《心〃wﾝ《ゝφy占?占♂

W

地
価
公
示
価
格
が

　
土
地
取
引
の
基
準
で
す

　
平
成
４
年
の
地
価
公
示
価
格
が
田

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基

づ
い
て
「
眼
常
な
Ｌ
地
の
価
格
」
を

公
表
す
る
む
の
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
洞
穴
し
た
も
の
を
、
３
月
２
７

目
に
公
示
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
次
の
９
か
所
が
公
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
に
っ
い
て
閲

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
財
政

課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
標
聖
地
の
単
位
面
持
は
、

１
平
方
封
当
た
り
の
価
格
で
す
。

・
公
示
地
と
あ
な
た
の
土
地
で
ど
ち

　
市
街
化
区
域

　
（
）
住
旅
情
矯
Ｏ

○
中
火
町
３
２
７
番
３
（
中
央
町
２

－
１

５
）

８
方
２
千
２
０
０
円

○
い
ず
み
町
６
１
９
柔
４
５
（
い
ず
み

　
町
８
－
1
9
）
９
万
１
千
８
０
０
円

　
－

○
大
師
町
８
２
９
番
３
外
（
大
師
町

　
１
５
－
３
２
）
　
　
６
刀
７
千
５
０
０
円

○
幸
町
ぐ
Ｌ
目
Ｑ
り
４
０
り
乙
柔
５
１
（
幸

　
町
ミ
Ｌ
目
２
０
－
1
0
）

　
　
　
　
　
　
１
０
刀
６
千
円

○
安
塚
字
西
南
原
８
７
７
柔
４

　
　
　
　
　
　
６
刀
７
千
６
０
０
円

　
（
）
近
隣
商
業
地
辿
○

○
安
塚
字
南
原
１
０
０
″
り
柔
５

　
　
　
　
　
　
１
２
刀
１
千
円

　
市
街
化
調
整
区
域

○
藤
井
字
宿
坪
１
り
乙
り
り
り
ａ
番
２

　
　
　
　
　
　
２
万
５
０
０
円

○
じ
ツ
石
字
柴
田
内
７
９
０
番

　
　
　
　
　
　
１
万
円

ら
が
い
い
土
地
か
比
べ
れ
ば
お
お
よ
○
安
塚
字
西
原
り
｀
り
り
８
ｑ
″
番
１
１
外

そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

-

１
万
７
千
４
０
０
円

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

金
２
７
万
７
千
８
７
０
円
　
（
７
回
）

　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
今
様

金
５
万
円
　
　
　
　
　
匿
名
様

ヤ
ー
Ｆ
４
０
７
円
　
　
　
（
１
５
回
）

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八
様

金
５
万
７
千
５
４
４
円
　
（
４
回
）

　
　
公
民
館
ま
つ
リ
実
行
委
員
会
様

５
’
月
収
一
匹
一
利
ぶ
伺

』
－

●
国
民
年
金
（
２
期
）

　
（
納
期
限
５
月
2
9
日
）

納
付
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
温
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

ちのうごき

　　４月１日現在

ま

39,=955人C=4jJむ=7,)∧

19詔闘入穿=t妥障y=;j.=

20Jう92=Aj,=(遍jS9=)うこj

11;844世帯(=一如)j

(　)内は前月比
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